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研究成果の概要（和文）：　これまで我々は、チューイングによるストレス緩和効果を明らかにしてきた。しかしなが
ら、ほとんどのチューイングによるストレス緩和の研究は若年者に対してであった。これまで、高齢者に対して、若年
者と同様にストレスが緩和するという報告はない。そこで我々は、高齢者に対して、チューイングがストレスに及ぼす
影響を検討した。その結果、高齢者は若年者のようには、チューイング時にストレス緩和をしなかった。今後は口腔内
環境によって高齢者をグループ分けして、ストレス緩和しやすい方法を検討する必要がある。

研究成果の概要（英文）：we reported mental stress reduction by chewing. however, most of all study of rele
asing stress by chewing is about young people. it has never been reported that elderly people can release 
the mental stress by chewing as same as young people. the purpose of study was to clarify the effect of ch
ewing on mental stress release in elderly people using salivary cortisol levels. in conclusion, elderly pe
ople cannot release the stress as same as young ages. it should be performed to compare the participants d
ivided into the group of oral condition in more elderly people to clear the better way of chewing for stre
ss release.
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１．研究開始当初の背景 
近年、ブラキシズムおよびチューイングがス
トレス反応の一つである視床下部下垂体副
腎皮質系に影響を及ぼすことが報告されて
いる。我々はストレス負荷後にチューイング
およびクレンチングを行うことが視床下部
下垂体副腎皮質系の反応を抑制することを
ヒトにおいて明らかにした。さらに、チュー
イング時の運動条件についても報告をして
きた。しかし、ほとんどの研究が若年者に対
する者であり、同様の咀嚼指導を高齢者に行
うことが適切であるとは言えない。また、高
齢者に対する指導が若年者と同様の結果を
示すという報告はされていない 
 
２．研究の目的 
チューイングが高齢者の精神的ストレスの
緩和に及ぼす影響を唾液中のストレス指標
（コルチゾール濃度）を用いて明らかにする
こと。 
 
３．研究の方法 
被験者は65歳以上の健常有歯顎高齢者20

名とした。いずれも常用薬剤の服用はない。
使用中の義歯は，臨床的に問題のないもの
であった。実験は14時から19時の間に行い，
被験者には実験開始2時間前より飲食，運動
を禁止した。同一被験者に対し，実験条件
とコントロール条件の2条件についてラン
ダムに実験日を変えて行った。被験者に10
分間安静を保たせた後に、ストレス負荷と
して暗算を10分間行わせた。その後、安静
条件には、5分間の安静を3度保たせた。ま
た、チューイング条件には5分間のガムチュ
ーイングを3回行わせた。チューイング試料
は無味ガム1g（縦20mm×横13mm×厚さ5mm，
ロッテ社製）を使用した。 
ストレス状態の評価には唾液中ストレス

指標であるコルチゾール濃度を使用した。
唾液の採取時期は10分間安静後(R)、ストレ
ス負荷直後(S)、ストレス負荷5分後(5)、10
分後(10)および15分後(15)の計5回とした。
唾液採取時間は2分間とした。ストレス状態
の評価は、唾液中コルチゾールを使用した。
コルチゾール濃度はGammaCoatTM（DiaSorin
社製）にてRIA法で計測を行った。唾液中コ
ルチゾール濃度の分析は、ストレス負荷直
後から5,10,15分後の変化量の割合を変化
率として算出した。また、筋電計を用いて、
両側咬筋の表面筋電図を導出し、チューイ
ング10分間の振幅の平均値および総筋活動
量を求めた。 
また、被験者の口腔内環境による違いを

検討するため残存歯数、咬合支持域および
咬合支持数の評価を行った。 
統計処理は、各条件のコルチゾール濃度

について対応のあるt検定を行った(α=0。
05)。口腔内環境因子に関しては、コルチゾ
ール濃度の変化率との関連をSpearmanの係
数を用いて検討した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
本研究では、チューイングが精神的ストレ

ス緩和効果に影響を及ぼすとは言えなかっ
たが、一部の被験者にはストレス緩和効果が
認められた。そこで、残存歯数、咬合支持域
および咬合支持数により被験者を分類し傾
向について検討したが、現段階では有意な傾
向は認められなかった。 
本研究から高齢者に対して、若年者と同様

の咀嚼指導は適切でないことが示唆された。
その理由として高齢者は、若年者と違い口腔
内環境が均一でないことが考えられるので、
今後は、さらに被験者数を増加し、口腔内環
境によりグループ分けして検討する必要が
ある。 
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